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宮
沢
議
員
（
公
明
党
）

　

母
子
家
庭
の
母
の
就
業
支
援
に

つ
い
て

　

支
援
策
促
進
の
根
拠
と
な
る
法

律
「
母
子
家
庭
の
母
の
就
業
の
支

援
に
関
す
る
特
別
措
置
法
」
が
成

立
し
施
行
さ
れ
ま
し
た
。
同
法
は

二
○
○
八
年
三
月
末
ま
で
の
時
限

立
法
で
、
集
中
的
な
施
策
の
充
実

を
促
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
に
先
立

ち
四
月
に
施
行
さ
れ
た
「
改
正
母

子
及
び
寡
婦
福
祉
法
」
に
は
、
母

子
家
庭
の
自
立
支
援
策
に
つ
い
て

国
が
基
本
方
針
を
示
し
、
都
道
府

県
が
自
立
促
進
計
画
を
策
定
す
る

よ
う
求
め
ま
し
た
。
就
業
支
援
特

措
法
で
は
、
こ
の
基
本
方
針
と
自

立
促
進
計
画
に
就
労
支
援
施
策
の

充
実
に
つ
い
て
特
別
の
配
慮
を
す

る
よ
う
に
定
め
ら
れ
て
お
り
、
民

間
事
業
者
に
対
し
て
国
や
都
道
府

県
が
必
要
な
協
力
を
求
め
る
よ
う

努
力
義
務
を
課
し
て
い
ま
す
。

　

本
市
に
お
い
て
、
就
業
支
援
策

は
ど
の
よ
う
な
形
で
行
わ
れ
て
い

る
か
お
尋
ね
し
ま
す
。
そ
し
て
法

が
成
立
し
た
こ
と
で
、
今
後
ど
の

よ
う
な
支
援
策
を
講
じ
て
い
か
れ

る
の
か
お
尋
ね
し
ま
す
。

　

市
長　

母
子
の
自
立
支
援
員
を

新
た
に
採
用
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

お
り
、
母
子
等
に
対
す
る
福
祉
基

金
の
貸
付
業
務
及
び
各
種
相
談
に

応
じ
て
、
厳
し
い
経
済
情
勢
の
中

で
母
子
と
も
に
サ
ポ
ー
ト
い
た
し

て
お
り
ま
す
。
今
後
の
関
係
等
も

含
め
て
、
厚
生
労
働
省
局
長
通
知

に
よ
り
母
子
家
庭
自
立
支
援
給
付

金
事
業
実
施
に
つ
い
て
通
達
が
さ

れ
て
お
り
ま
し
て
、
検
討
を
深
め

早
期
に
実
施
し
て
い
か
な
け
れ
ば

と
存
じ
て
お
り
ま
す
。

に
対
す
る
就
業
支
援
策
は

母
子

家
庭

　

中
澤
議
員
（
日
本
共
産
党
）

　

基
地
問
題
に
つ
い
て

　

二
年
前
か
ら
県
水
を
導
入
し
、

半
ば
遊
休
化
し
て
い
る
キ
ャ
ン
プ

座
間
の
米
軍
水
道
施
設
の
地
元
へ

の
返
還
が
進
展
し
て
い
な
い
。
全

面
返
還
の
早
期
実
現
を
求
め
な
が

ら
も
、
交
渉
打
開
の
た
め
栗
原
中

学
校
東
側
で
芹
沢
公
園
に
近
隣
し

て
い
る
第
二
、
第
三
水
源
地
の
返

還
を
手
始
め
と
し
て
求
め
た
ら
ど

う
か
。
芹
沢
公
園
用
地
と
し
て
返

還
を
求
め
、
歴
史
的
・
文
化
的
な

水
源
史
跡
公
園
と
し
て
整
備
す
べ

き
で
あ
る
。
こ
の
水
源
は
一
九
三

七
年
陸
軍
士
官
学
校
の
水
源
と
し

て
設
置
さ
れ
た
も
の
を
、
戦
後
、

米
軍
が
接
収
し
使
い
続
け
て
き
た

も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
市
が
水
道
事
業
を
開
始

し
て
二
〇
〇
五
年
で
五
十
周
年
に

な
る
。
当
時
市
の
水
道
事
業
開
始

に
当
た
っ
て
、
お
手
本
と
し
た
水

源
で
あ
る
こ
と
を
考
え
、
記
念
事

業
と
し
て
整
備
す
べ
き
で
あ
る
。

こ
の
利
用
計
画
は
、
説
得
力
を
も

ち
返
還
手
続
的
に
も
政
府
の
米
軍

基
地
返
還
方
針
に
も
合
致
し
て
い

る
。
さ
ら
に
、
こ
の
水
源
は
災
害

な
ど
の
非
常
用
の
も
の
と
し
て
も

利
用
で
き
、
水
源
を
枯
死
さ
せ
な

い
た
め
に
、
必
要
最
小
限
の
水
を

汲
み
上
げ
る
必
要
が
あ
る
。
そ
れ

を
芹
沢
公
園
の
「
水
せ
せ
ら
ぎ

コ
ー
ナ
ー
」
な
ど
の
水
と
し
て
利

用
す
れ
ば
一
石
二
鳥
に
な
る
が
。

　

市
長　

第
二
、
第
三
水
源
地
の

返
還
が
具
体
的
に
な
れ
ば
、
当
然

公
園
と
し
て
の
整
合
性
の
中
で
公

園
面
積
の
拡
大
に
伴
う
作
業
が
必

要
に
な
っ
て
く
る
。
ま
ず
は
返
還

の
整
理
を
考
え
て
い
き
た
い
。

水
源
史
跡
公
園
に　

◎　

採　
　

択

　

陳
情
第　

号　

金
子
容
子
さ
ん

７３

の
早
期
救
出
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

二
○
○
四
年
年

８８

金
改
悪
に
反
対
し
、
最
低
保
障
年

金
制
度
の
創
設
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

座
間
市
公
立
保

８９

育
園
園
舎
の
耐
震
診
断
実
施
を
求

め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

座
間
市
公
立
保

９０

育
園
保
育
施
策
の
充
実
を
求
め
る

陳
情

　

陳
情
第　

号　

基
礎
年
金
の
国

９１

庫
負
担
割
合
に
つ
い
て
の
陳
情

　

陳
情
第　

号　

パ
ー
ト
労
働
者

９２

お
よ
び
有
期
契
約
労
働
者
の
適
正

な
労
働
条
件
の
整
備
お
よ
び
均
等

待
遇
を
求
め
る
陳
情

◎　

不

採

択

　

陳
情
第　

号　

人
権
擁
護
法
案

６７

の
廃
案
を
求
め
る
意
見
書
を
貴
議

会
か
ら
国
へ
提
出
し
て
く
だ
さ
る

よ
う
に
お
願
い
す
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

治
安
維
持
法
犠

７８

牲
者
国
家
賠
償
法
（
仮
称
）
を
制

定
し
、
犠
牲
者
に
一
日
も
早
く
謝

罪
と
賠
償
を
行
う
よ
う
、
政
府
に

要
請
す
る
意
見
書
の
提
出
を
求
め

る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

清
潔
で
公
正
・

８１

公
平
な
国
民
奉
仕
を
貫
く
公
務
員

制
度
の
確
立
を
求
め
る
陳
情

　

陳
情
第　

号　

公
契
約
に
お
け

８２

る
公
正
な
賃
金
確
保
等
に
関
す
る

陳
情

　

陳
情
第　

号　

パ
ー
ト
・
臨
時

８５

労
働
者
の
労
働
条
件
改
善
に
関
す

る
陳
情

　

第
四
回
（
十
二
月
）

定
例
会
で
、
審
査
を
す

る
た
め
の
請
願
・
陳
情

は
十
一
月
二
十
日（
木
）

ま
で
に
議
会
事
務
局
に

提
出
し
て
い
た
だ
き
ま

す
よ
う
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

▽　

九
月
一
日　

開
会
、
会
期
決

定
、
会
議
録
署
名
議
員
指
名
、
議

会
運
営
委
員
選
任
、
議
案
上
程
・

提
案
説
明
・
総
括
質
疑
・
委
員
会

付
託

▽　

九
月
五
日
、
八
日　

一
般
質

問▽　

九
月
九
日　

一
般
質
問
、
追

加
議
案
上
程
・
提
案
説
明
・
委
員

会
付
託

▽　

九
月
二
十
六
日　

委
員
会
審

査
報
告
・
討
論
・
採
決
、
基
地
対

策
特
別
委
員
会
中
間
報
告
、質
疑
、

追
加
議
案
上
程
・
提
案
説
明
（
質

疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論
省
略
）

採
決
、
追
加
議
案
上
程
（
提
案
説

明
・
質
疑
・
委
員
会
付
託
・
討
論

省
略
）・
採
決
、正
副
議
長
の
選
挙
、

常
任
委
員
・
議
会
運
営
委
員
・
特

別
委
員
の
選
任
、
高
座
清
掃
施
設

組
合
議
会
議
員
・
広
域
大
和
斎
場

組
合
議
会
議
員
の
選
挙
、
閉
会

　

な
お
、
総
括
質
疑
と
討
論
は
、

次
の
議
員
が
行
い
ま
し
た
。

　

総
括
質
疑
（
一
日
）

　

飛
田
昭
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

　

関
伴
治
（
公
明
党
）

　

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）

　

安
斉
昭
雄
（
自
民
明
政
会
）

　

山
本
ま
さ
る
（
政
和
会
）

　

討
論
（
二
十
六
日
）

　

中
澤
邦
雄
（
日
本
共
産
党
）

　

木
村
功
（
市
政
ク
ラ
ブ
）

　

関
伴
治
（
公
明
党
）

　

大
矢
勝
彦
（
政
和
会
）

完成した「ひばりが丘コミュニティセンター」　　　

請
願
・
陳
情
の

提
出
に
つ
い
て

お
願
い　
　
　

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
は
、
二
○
○
三
年
九
月
十
九
日
ネ
バ
ダ
州
の
地
下
核
実

験
場
で
臨
界
前
核
実
験
を
行
っ
た
と
発
表
し
た
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
臨
界
前
核
実
験
は
、
一
九
九
七
年
以
来
通
算
二
十
回

目
、
ブ
ッ
シ
ュ
政
権
下
で
は
七
回
目
で
あ
る
。

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
核
実
験
に
反
対
す
る
国
際
世
論
を
無
視
し
、
臨
界
前

核
実
験
を
強
行
し
た
こ
と
は
極
め
て
遺
憾
で
あ
る
。

　

こ
の
こ
と
は
、
核
実
験
と
核
兵
器
開
発
の
中
止
、
核
戦
争
戦
略
の
放
棄

な
ど
二
○
○
○
年
五
月
に
合
意
さ
れ
た
「
核
兵
器
廃
絶
の
明
確
な
約
束
」
や

Ｃ
Ｔ
Ｂ
Ｔ
（
包
括
的
核
実
験
禁
止
条
約
）
の
精
神
に
そ
む
き
、
核
兵
器
廃
絶

と
恒
久
平
和
を
願
う
国
際
世
論
に
逆
ら
っ
た
行
動
で
あ
る
。

　

核
兵
器
廃
絶
と
恒
久
平
和
の
実
現
は
、
被
爆
国
日
本
の
国
民
共
通
の
悲
願

で
あ
る
。

　

よ
っ
て
、
本
市
議
会
は
ア
メ
リ
カ
合
衆
国
が
強
行
し
た
臨
界
前
核
実
験
に

強
く
抗
議
す
る
と
と
も
に
、
核
兵
器
廃
絶
に
向
け
た
行
動
を
起
こ
す
よ
う
求

め
る
も
の
で
あ
る
。

　

各
医
療
保
険
制
度
の
財
政
悪
化
に
対
処
し
、
ま
た
今
後
、
ま
す
ま
す
進
展

す
る
少
子
高
齢
社
会
に
お
い
て
も
持
続
可
能
な
国
民
皆
医
療
保
険
制
度
を
維

持
す
る
た
め
に
、
先
に
各
医
療
保
険
法
の
改
正
が
行
わ
れ
、
医
療
費
の
一
部

負
担
の
三
割
（
健
康
保
険
の
被
保
険
者
本
人
一
部
負
担
金
を
二
割
か
ら
三
割

に
）
へ
の
統
一
及
び
外
来
薬
剤
費
一
部
負
担
の
廃
止
等
の
改
正
が
平
成
十
五

年
四
月
よ
り
、
ま
た
三
歳
未
満
乳
幼
児
の
一
部
負
担
の
三
割
か
ら
二
割
へ
の

軽
減
等
の
改
正
が
平
成
十
四
年
十
月
か
ら
そ
れ
ぞ
れ
実
施
さ
れ
て
い
る
と
こ

ろ
で
あ
る
。

　

こ
う
し
た
改
正
に
伴
っ
て
、
月
々
に
支
払
う
医
療
費
の
一
部
負
担
が
著
し

く
高
額
に
な
っ
た
場
合
に
、
一
定
額
を
超
え
た
分
が
高
額
療
養
費
と
し
て
後

か
ら
返
還
さ
れ
る
自
己
負
担
限
度
額
の
引
き
上
げ
が
行
わ
れ
た
と
こ
ろ
で
あ

る
。

　

自
己
負
担
限
度
額
の
見
直
し
は
、
国
民
医
療
費
の
増
大
（
平
成
十
三
年
度

約
三
十
一
兆
円
、
一
人
当
た
り
約
二
十
四
万
円
、
対
前
年
費
三
・
二
％
増
）

に
対
応
す
る
た
め
に
、
や
む
を
得
な
い
面
が
あ
る
も
の
の
、
一
部
負
担
が
一

定
額
を
超
え
た
分
が
返
還
さ
れ
る
高
額
療
養
費
制
度
に
つ
い
て
、
そ
の
制
度

自
体
の
周
知
徹
底
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
に
加
え
、
窓
口
に
お
い
て
一
定
額
を

超
え
た
分
ま
で
一
括
し
て
支
払
い
、
本
人
が
申
請
し
て
後
日
に
超
過
分
を
受

け
取
る
と
い
う
現
在
の
仕
組
み
自
体
が
そ
の
金
額
の
工
面
に
困
難
を
き
た
す

な
ど
、
国
民
・
患
者
に
と
っ
て
は
極
め
て
非
効
率
で
不
親
切
な
制
度
と
な
っ

て
い
る
。

　

政
府
に
お
い
て
は
、
三
割
負
担
に
統
一
さ
れ
た
こ
と
を
契
機
に
、
患
者
の

窓
口
負
担
の
簡
易
化
を
図
る
と
と
も
に
、
医
療
と
介
護
に
係
る
一
部
負
担
の

合
計
額
に
つ
い
て
も
、
同
様
の
高
額
療
養
費
制
度
を
設
け
る
べ
き
で
あ
る
。

☆　

議
会
で
は
九
月
定
例
会
で
次
の
決
議
・
意
見
書
を
可
決
し
、 
☆

☆　

直
ち
に
関
係
機
関
へ
提
出
し
ま
し
た
。　
　
　
　
　
　
　
 　

☆

決
議
・
意
見
書
を
可
決

　

ア
メ
リ
カ
合
衆
国
の
臨
界
前
核
実
験
に
強
く
抗
議
す
る
決
議

　

高
額
療
養
費
の
返
還
（
償
還
）
制
度
の
改
善
を
求
め
る
意
見
書

◎　

継
続
審
査

　

陳
情
第　

号　

弱
者
救
済
援
護

７９

措
置
条
例
制
定
に
係
わ
る
件
、
御

審
議
の
上
、
可
決
成
立
を
希
う
陳

情
　

陳
情
第　

号　

性
同
一
性
障
害

８６

を
抱
え
る
人
々
が
、
普
通
に
暮
ら

せ
る
社
会
環
境
の
整
備
に
つ
い
て

国
へ
の
意
見
書
提
出
を
求
め
る
陳

情
　

陳
情
第　

号　

性
同
一
性
障
害

８７

を
抱
え
る
人
々
が
、
普
通
に
暮
ら

せ
る
社
会
を
実
現
す
る
こ
と
を
求

め
る
陳
情

　

九
月
定
例
会
各
常
任
委
員
会
で

審
議
し
ま
し
た
陳
情
は
次
の
と
お

り
決
ま
り
ま
し
た
。

（１５．１０）
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